
3 9 8 新潟医学会雑誌　第1 1 6巻　第8号　平成1 4年（2 0 0 2） 8月

6 　 内 耳 道 内 d i s t a l  A I C A  a n e u r y s m の 1 例

市川昭道・北沢智二（更埴中央病院脳神経外科）

前下小脳動脈遠位部 に位置する動脈癌 は比較的

まれ で
, 文献 上 約60 例 の 報告が ある に過 ぎな い

.

今回 m e a t a l l o o p の 内耳動脈分岐部近傍 に発生

し
, くも膜下 出血 ( S A H) に て 発症 し た 1 例を経

験 した の で 報告 した
. 症例 は75 才 の 女性 で

, 平成

13 年 3 月1 3 日就寝中に激 し い 後頭部痛 で 発症 . 搬

入時は J C S I - 2 で左顔面神経麻痔を認め た . C T

で は , Fi s h e r g r o u p 3 の 左右差 の 無 い S A H で
,

3 D-C T A で は動 脈癖 は 見 ら れ ず
,

カ テ ー テ ル

A n gi o . に て左内耳道内に d o m e を有する s a c c ul a r

t y p e の 動脈痛 ( ≠ 4 m m ) を認め た . 翌 日
,
L t . l a t-

e r al s u b o c cipit al a p p r o a ch にて手術施行 . d o m e

の 確認の ため に , 内 耳道 を 3 - 4 m m di a m o n d

d ri11 で解放 した , m e a t a 1 1 o o p を 一 時 的に t r a p-

pi n g し
,
内耳道内に突出 し顔面神経を下 か ら持ち

上 げる よう に存在 する 動脈痛 を認 め n e c k cli p-

pi n g を行 っ た . 内耳動脈 は確認できな か っ た . 術

後は新 た に左聴力障害が加わ っ たが , 4 か月後 に

独歩退院 した
.

前下 小脳動脈 の 動脈癌は全頭蓋内動脈癖 の 1 %

に満た な い と言われ て お り, さ ら に こ の 遠位部 の

動脈痛はさ ら に まれ で ある . 72 % が S A H で 発症

するが , 動脈癖の 圧 迫によ る耳鳴, 聴力障害
,
めま

い
,
三 叉神経痛な ど の脳神経症状 を呈す る もの も

ある .

第 7 脳神経障害は43 % に
,
第 8 脳 神経障害 は62

% に認め られ て い る が, 前者は術後 の 回 復は 比較

的良好である の に比 べ 後者 の 回復 は不 良 で ある .

t r a p p i n g 後 に第 7
,
8 脳神経機能が温存さ れ た報

告がある こ と
, 術中 で の 内耳動脈 の 確認 が 困難な

こ と か ら
, 術後 の 聴力温存が優先さ れる症例 で は

,

di r e c t n e ck clip pi n g に こ だ わらず ,
血管内治療あ

る い は t r a p pi n g にと どめ て おくな ど適切 な治療

法を選択す べ きと考え て い る .

7　内視鏡のみによる動脈瘤クリッピング術：解

剖体による手術手技の確立

小 澤 常 徳 ・ 森 宏
西 山 健 一 ・ 伊 藤 靖
曽 我 洋 二 ・ 田 中 隆 一(

新 潟 大 学
（新潟大学脳神経外科）

【は じめ に】 a n e u r y s m s u r g e r y は m a c r o s c o pi c

clip pi n g か ら m ic r o s c o pi c cli p p i n g - と 進化 し,

そ の 手技 は ほ ぼ確 立 さ れ た . 近年 e n d o s c o p y
-

a s si s t ed clip pi n g が採用され, そ の 確実性 が よ り

高め られ つ つ ある . さ ら に , m i ni m all y i n v a si v e

s u r g e r y へ の 流れ の なか で
,

e n d o s c o p e の み に よ

る e n d o s c o p y - s ol o clip pi n g が, 今後2 1 世紀 の 主体

をなす a n e u r y s m s u r g e r y と し て 発展する 可能性

が ある ･ 臨床応用を前 に
, 我 々 の c a d a v e r st u d y

の 知見を述 べ
,
ま た c a d a v e r で の 実際 の clip pi n g

の V I D E O を供覧 し今後の 展望をする .

【方法】 c a d a v e r に て e y ebl o w k e y h ol e お よ び

gl a b ell a k e y h ol e a p p r o a c h を基本と し て
,

e n d o-

s c o p y の みを用 い て
,
W illi s

'

ci r cl e を中心と した

a n t e ri o r ci r c ul a ti o n
, お よ び p o s t e ri o r ci r c ul a -

ti o n の v e s s el s に clip を a p ply した . また
,
A C o A

a n e u r y s m を有する c a d a v e r に て cli p pi n g を行 っ

た .

【結果】 通常 の e y ebl o w 外側 2 / 3 i n ci si o n によ

る s u p r a o r bi t al k e y h ol e c r a ni o t o m y で は
,
IC ( C

2 から IC t o p) か ら M l di st al
, お よ び B A ( m id

B A から B A tip ) 周囲 - の a p p r o a c h が可能であ っ

た ･ gl a b ell a k e y h ol e c r a ni o t o m y か ら の b a s al

i n t e r h e m i s p h e ri c a p p r o a cb で は
, p e r f o r a t o r を

含む A C o A c o m pl e x の 観 察と clip pi n g が 容易 で

あ っ た .

【考察】 k e yh ol e c r a n i o t o m y の 位置 の 工 夫に よ

り, ほ と ん ど の a n e u r y s m の 好 発部 位 に
,

m i ni-

m u m b r ai n r e t r a cti o n で到達可能 で ある . 手技 の

習熟 と手術器具 の 改良 が必 要 で あ るが
, 今後 の

a n e u r y s m s u r g e r y の 進歩 に e n d o s c o p e は多大 な

貢献をする こ と になると考えられ る .


